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振動試験装置　製品カタログ
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新たな製品が生まれるとき
新たな振動が生まれる。

1995年の阪神・淡路大震災の被害を受けて

「より正確に地震情報を伝えるシステムを構築したい」

という依頼があった。

地震の振動を高い精度で再現する装置は、

当時まだ世の中になかった。

振研は、地震計の品質を追求するための

振動試験装置の開発に着手した。

あらゆる製品は人の暮らしを、便利に、安全に、快適に

変えていくために生み出される。

製品に込めた作り手たちの願いが

世の中で確かに機能するように、

振研は今日も新たな振動を生み出していく。



CATEGORY 試験品の分類と対応装置
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車体、シャーシ／ECU／カーオーディオ
／タイヤ、サスペンション／二次電池／
ラジエータ／エンジン／シート／他	

小型電子・電気部品、基板／センサ／	
家電／携帯電話／パソコン･周辺機器
／電池／精密機器／発電機／他

梱包貨物／梱包資材、輸送容器／	 	
実走行シミュレーション／	 	
輸送時衝撃試験／他

認定機関／試験機関／		 	
校正機関／研究機関／		 	
教育機関／評価機関／他

家屋、建造物の耐震模型試験／	 	
家財、家電品等の転倒試験／	 	
感震器、遮断弁の特性試験／他

計器類、制御系／	 	 	
モータ・インバータ／	 	 	
コンプレッサ／シート／他

センサ、通信系／	 	 	
計器類、制御系／	 	 	
エンジン部品、推進系／他

センサ、計器の校正／教育／
模型実験／粉末充填、流体円滑化／
生産工程の補助／他

自動車・二輪 電気・電子 輸送 各種機関 耐震関連 鉄道・船舶 航空・宇宙 その他
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お客様の思い描く製品の品質を
ともに追求する振動試験

振研の技術

振研の技術は
「軸受」にある

静圧油圧軸受／静圧空気軸受

高精度の波形から、精度の高い
試験データが取得可能

可動部の摩耗が少なく、
高い波形精度を長期間保持

静圧油圧軸受、静圧空気軸受は振動の再現性が
高く、高精度の振動試験の結果を取得できる
ため、品質上の課題が発見しやすくなります。

摺動部に高圧の「油」や「空気」を供給すること
に よ っ て、 摺 動 部 の 摩 耗 を 軽 減 で き ま す。
振動発生機全体の機械的ノイズが軽減され、
長期間高い波形精度を保つことができます。

静圧油圧軸受と従来の機械的な軸受タイプとの
自社比較加速度波形データ

振動発生機の構造図（一例）

静圧油圧軸受の断面図
従来の機械的な軸受タイプ

静圧油圧軸受タイプ

音、風、波、光、電磁波、地震、爆発、移動、衝突。

世の中に存在するあらゆるモノは

常に何かしら「振動の影響」にさらされています。

お客様の思い描いた製品を、あらゆる振動に耐え得る高い品質で

ユーザーの元へ届け、安全にご使用いただくためには、

振動試験が必要です。

振研は、1982年に世界に先駆けて多軸振動試験装置を開発。

様々な環境をより現実に近い形で再現することを可能にしました。

以来、振研の技術力は世界中の企業から高い評価を

いただいています。

これからも「技術の振研」として、

お客様とともによりよい製品を世の中に届けるために、

振動試験を追求していきます。

軸

高圧オイル

ごく薄い
油膜ができる

高圧オイル

シリンダー

ポケット部

ドレン

　振動試験装置のコアとなる「軸受」。可動

部の振動を滑らかにする役割を持つ部品で

す。振研の技術が高く評価されている理由

のひとつに、この「軸受」があります。

　1977年に「静圧油圧軸受」、1998年に

「静圧空気軸受」を開発。この2種類の軸受

を振動発生機内部に採用できる技術を持っ

ているのは、世界で振研だけでしょう。

　従来の機械的な軸受と異なり、振動発

生機内の機械的摩擦を極力抑えることで、

より滑らかに振動を発生させることがで

きます。

　機械的摩擦が少ないため、部品の交換頻

度を減らし、導入後のメンテナンスコスト

の軽減にも貢献しています。

Ｘａ

［
m
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－707
０ 400
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TIME［mSEC］
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振研だからこそ実現する、独自のカスタマイズ製品蓄積された知識とノウハウが
次の技術へとつながる
どんな難題にも諦めずに向き合い続ける熱量があったこと。

それが、業界トップクラスの技術力に結びついています。

振研は、それまで世の中になかったような試験装置も

数多く作り続けてきました。

多くの挑戦によって蓄積された独自の知識やノウハウ。

それらを総動員することで、お客様のあらゆるご要望に

真摯に応えていきます。

また、振研は“小さいからこそ小回りが利く”をモットーに、

各部署が柔軟に連携し合うことで、

それぞれのお客様に最適な試験装置を提案、提供しています。

振研ではお客様ごとに管理ファイルを作成していますが、

試験装置はお客様に合わせてそれぞれ改善を実施しているため、

同じ図面はひとつとしてありません。

遠心模型実験装置 動特性測定用振動試験装置 4輪3軸振動試験装置

G-1 G-2

目的に特化した試験装置をご利用いただくことで、お客様の製品の安全性をより高めることが可能です。

お客様の目的に合わせて、振研はこれまでに数々のカスタマイズ製品を開発してきました。

知識とノウハウがあるからこそ生まれた、振研の特殊試験装置をご紹介します。

遠心機で大きな重力を掛けながら振動を加えることで、
土構造物等の変形や破壊のシミュレーションを行うこ
とができます。
♦	G-3220M

プリロード(予荷重)をかけての試験が必要な製品の
動特性の評価や振動耐久試験にも使用することがで
きます。
♦	G-9215L

4輪自動車専用の振動試験装置です。車両走行時の振動
を再現することができます。また、2輪用も製作可能です。
♦ G-6220S-3HB-032-4

振研の技術
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多軸 単軸振動試験装置 振動試験装置

三軸切換加振型は、ボタンのワンタッチ操作および自動設定で、三方向それ
ぞれの方向へ切換えができます。一度試料をテーブルにセットすれば、手動に
よる加振方向の切換えは不要です。さらに三軸同時加振型では、三方向同時
加振が可能で、試験時間が単軸振動装置の1／3以下と大幅に短縮できます。

電子機器 地震計のセンサ 自動車のエンジン

実際に製品がその使用環境下で受ける振動は多次元の振動であり､	更に振動
波形もランダム波である事がほとんどです｡ 三軸振動試験装置は、収録した
実波形データを再現する実波形再現ならびにスペクトルへ変換した実波形に基づ
くスペクトル再現シミュレーションを行うことが可能です。

振研の多軸振動発生機には「静圧油圧軸受」(→P6)が採用されており、他の軸か
らの振動の干渉を極力抑えることができるため、より設定に忠実な試験が可能
となります。

1　試験時間・作業時間の短縮 1　幅広い試験に対応2　現実により近いシミュレーション

3　クロストーク（不要な振動）を抑える

2　垂直↔水平切換

一般的な規格試験対応の汎用型G-0シリーズ、大型重量物や包装物試験用G-9
シリーズを主に、衝撃試験と地震関連試験も可能なG-5シリーズ、地震関連水平試
験用G-3シリーズ、高周波試験用G-4シリーズ、小型G-2シリーズと幅広い
ラインナップを取り揃えています。

ギアドモータ（→P29）と独自のトラニオン軸受機構※により、スイッチ操作で
比較的簡単に振動方向の切換えが可能です。また、空冷式大型機種でもダクトホース
取付部回転機構により冷却用ブロアのダクトホースの付換えが必要ありません。
大型垂直補助テーブルを取り付ける場合は、垂直補助テーブルUP-DOWN機構
（→P29）をお勧めします。
※振動発生機の重心部にある、水平／垂直に切換えるための回転軸機構

MERIT MERIT
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世界で初めて動電型の多軸振動試験装置の商品化に成功して以来、多軸振動試験装置製造の

パイオニアとして知識と経験を蓄え続け、現在でも世界トップクラスの納入実績を誇ります。

独自設計の静圧油圧軸受採用で軸間干渉を極力抑え、多軸加振機をコンパクトにまとめ上げた

ことが振研の強みです。多軸振動試験装置は同時加振の振動試験や、切換使用で試料や垂直

／水平テーブルのセッティングの手間を省いた効率の良い試験をするために使用されています。

二方向と三方向の振動試験装置から選択可能です。

単軸振動試験装置は、最も一般的で長年幅広い業界で使用されてきました。加振方向は一方向で、

標準的な振動試験規格(輸送試験、耐久試験、性能評価試験等)は、単軸振動試験装置で十分に

実施が可能です。静圧空気軸受、べローレスエアーサスペンション※1を採用し高波形精度と

低クロストークを実現しながら、クリーンで消耗部品を大幅に減らし耐久性にも優れたNタイプ

(特許取得※2)や、静圧油圧軸受を採用して大許容偏心モーメントと低クロストークを実現し、

さらに耐久性を大幅に向上させた Lタイプなど、多種多様なニーズに対応しています。
※1  従来の負荷支持用ベローズ(空気ばね)の代わりに空気軸受の排圧を利用した機構　　※2  既に特許権の存続期間は終了しています

振動試験装置の種類振動試験装置の種類

❶単軸装置使用

❷三軸切換加振型使用

❸三軸同時加振型使用

試料セット

試料セット

試料セット

Z試験

Z試験

XYZ試験

X試験 Y試験

X試験 Y試験試験方向90°回転★

★試料取外し→垂直テーブル取外し→加振方向変更→水平テーブルセット→試料取付

トラ二オン軸受機構
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システム構成 システム構成

システム構成
振動試験装置は、振動発生機と冷却機器、電力増幅器が基本構成です。
オプションを組み合わせることによって、目的に合わせた試験が可能
となります。

 振動制御器　 P24-25 

 環境データレコーダ ※1

 小型チャージアンプ
　 P29

 治具※3  垂直補助テーブル 　 P28

 恒温恒湿槽 　 P22-23

 その他※5

 防振機構※4

 水平補助テーブル 　 P28

 電力増幅器  振動発生機 冷却機器※2

 絶縁アダプタ
　 P29

 加速度センサ
　 P29

基 本 構 成

※ 1 　環境データレコーダ

※ 2 　冷却機器

※ 3 　治具

※ 4 　防振機構

※ 5 　その他

実環境データ（加速度／温度／湿度）を収録できる機器です。
指定のフォーマット（CSV）に変換すれば、弊社の振動制御器
（→ P24）に取り込むことができます。

振動発生機から発生する熱を冷却するための機器です。
・サイレンサ付冷却用ブロア〈空冷式〉
・熱交換器〈水冷式〉

お客様の試験試料に合わせ適切な取付用治具のアドバイス、
設計、製作いたします。ご相談ください。

振動発生機から発生する振動を床に伝達することを軽減させる
ために必要な機構です。
・空気ばね
・基礎止め

下記試験機との複合試験もご相談ください。
・オーブン　
・電気炉
・バーナー試験機
・遠心分離機
・防音箱　
・防爆ケース



装置設置参考図
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装置設置参考図

装置設置参考図
標準的な振動試験装置の設置イメージを4種ご紹介します。
お客様の設備に合わせて最適な配置をご提案しますので、詳細はお問い合わせください。
※「設備側」と記載のあるものはお客様の方でご準備いただく装置となります。

一軸 大型 水冷 一軸 ピット内設置 三軸同時 水冷 一軸 空冷 恒温槽付き

振動発生機

ピットカバー
（設備側）

ピット
（設備側）

水平振動台

ダクトホース
中継ボックス

三方向振動発生機

振動発生機
水平振動台

サイレンサ付
冷却用ブロア

恒温恒湿槽

電力増幅器 3ch 電力増幅器

電力増幅器
（30ｋN以下は一連）

電力増幅器
（30ｋN以下は一連）

配電盤
(設備側電源)

配電盤
(設備側電源) 配電盤

(設備側電源)

配電盤
(設備側電源)

クーリングタワー
又は
チラー

(設備側冷却水)

クーリングタワー
又は
チラー

(設備側冷却水)

エアーコンプレッサ
（又は設備側圧縮エアー） 油圧源ユニット

（静圧油圧軸受けの場合）

排気
（設備側）

油圧源ユニット
（静圧油圧軸受けの場合）

排気
（設備側）補助機器筐体

(熱交換器＆油圧源ユニット)

補助機器筐体
(熱交換器＆油圧源ユニット
＆エアーコンプレッサ)

サイレンサ付冷却用ブロア

エアーコンプレッサ
（又は設備側圧縮エアー）

エアーコンプレッサ
（又は設備側圧縮エアー）

X
Y
Z



※仕様書･カタログ内の標準仕様以外にも、以下のような仕様のシステムを承ります。お問い合わせください。
　・水平400mmp-p、垂直200mmp-pの大振幅タイプ
　・加振力63kN（6500kgf）以上の大型システム
　・	2m以上の大型テーブル付（多軸振動発生機は製作後に振動台サイズを変更できません）　
※可動部支持方式は静圧油圧軸受になります（多軸振動試験装置の全機種で共通）。
※電力増幅器は全て空冷式（冷却ファン）です。
※空冷式の振動発生機を含むシステムには、冷却用ブロアから排出される熱風を屋外に排出させるための設備が必要となる可能性があります。
※一次側電源は、三相、200V、50／60Hzが標準です。400V又は海外でのご使用につきましてはお問い合わせください。
※上記の上限振動数（サイン）は最大加振力が保証できる値です。上限振動数（ランダム）は、上限振動数（サイン）
　（或いは、それより低い振動数）から-	6dB／oct以上で減衰するPSDパターンにおける値としています。
※発振可能振動数の下限は0.5Hzです。但し、制御可能振動数の下限は特注仕様を除き2Hzからとなります。
※二／三方向切換式のシステムには、対応チャンネル数が1chの電力増幅器が使用されます。
※テーブル上の加速度分布を重視する場合は、上記可動部質量がバランスウエイト分10～30kg程度アップします。詳しくはお問い合わせください。
※低周波の試験を実施する場合、建屋に振動の影響を与えないようにするため、基礎に固定する必要があります。
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多軸振動試験装置 多軸振動試験装置

G-6

G-8

Series

Series

G-6 Series G-8 Series

X・Y・Zの三方向の振動で、
より現実に近い振動試験を

水平と垂直の二方向の試験を
より簡単に、より効率的に

三方向 二方向振動試験装置 振動試験装置

最大加振力

サイン波
kN（kgf） m/s2（G） m/s mm p-p

最大加速度 最大速度 最大変位

ランダム波                  
kNrms                  

(kgfrms)

G-6210-3HT-040

G-6230-3LT-115

G-6265L-3LT-115

システム型式
（代表例）

システム型式
（代表例）

最大加振力

サイン波
kN(kgf) m/s2（G） m/s mm p-p

最大加速度 最大速度 最大変位

ランダム波                  
kNrms                  

(kgfrms)

6.8(700)

14.7(1500)

44.5(4550)

9.8(1000)

29.4(3000)

63.7(6500)

4.9(500)

14.7(1500)

38.2(3900)

9.8(1000)

29.4(3000)

63.7(6500)

28.8(2.9)

58.8(6)

199(20.3)

1

0.9

1

80

51

51

89(10)

42(4.2)

77.6(7.9)

1

0.9

1

51

51

80X・Y・Zの三方向の振動を同時に発生させる

ことができる装置です。同時加振により、現実

に限りなく近い振動を再現可能にします。地震

波の再現や車両走行時の振動、PSDランダム

波を用いた輸送試験に適しています。制御器の

設定により、一方向ごとに試験を行うことも可

能です。

ボタンでのワンタッチ操作で簡単に三方向の

切換が可能な装置です。単軸振動試験装置では

必要な加振方向の変更とそれに伴う試料の取付

け・取外しの必要が無く効率的な試験が可能で、

特に大型、重量物の試験に適しています。

オプションのシリーズテストユニットの追加で、

Z→ X→ Y( 標準の順番）の三方向自動切換試

験も可能です。

二方向振動試験装置には二方向 (水平一方向、垂直

一方向)の振動を同時に発生させることができる同

時タイプと、二方向をボタン操作や自動で切換が可

能な切換タイプがあります。従来の単軸振動発生機

と垂直&水平テーブルの組合せによる垂直＆水平

試験に比べ、テーブルの交換や試料載せ換えの作業

の必要がなく、特に大型重量物の輸送試験に最適で

す。カタログ製品以外にも変位、加振力等が大きな

装置も製作していますので、お問合せください。

■ 三方向同時振動試験装置

■ 三方向切換式振動試験装置

G-8210L-1LT-112

G-8230-1LT-110

G-8265-1HT-080

G-8225-1LT-120

G-6220-3LT-118



※仕様書･カタログ内の標準仕様以外にも、お客様のご希望に合わせた
　仕様のシステムを承ります。お問い合わせください。
※空冷式の振動試験装置では、冷却用ブロアからの熱風を屋外に排出させることを
　お勧めいたします。
※型式末尾のアルファベットは可動部支持機構の種類(軸受のタイプ)を示しています。
				N：静圧空気軸受　	L：静圧油圧軸受　　アルファベットなし：機械ベアリング

※高周波数で減衰する場合があります。
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G-9

G-0
H

Series

Series

Series

H Series G-0 Series G-9 Series

新型静圧空気軸受※の採用と細部にわたる設計変更により可動部

の軽量化に成功し、“高振動数”、“高加速度”、“高速度”を実現した

新シリーズ。100mmp-p の大振幅の装置もあり、より幅広い振動

試験に対応が可能になりました。加えて、新型可動部回転止め機構

の採用で耐久性も向上しました。

※特許第7149403号

従来の“Gシリーズ”を超えた、
単軸試験装置の新シリーズ

単軸振動試験装置

最大
加振力

サイン波
kN（kgf） m/s mm p-p ｍｍ

振動数
範囲※ 振動台寸法最大

加速度
最大
速度

最大
変位

最大
加振力

サイン波
kN（kgf） m/s mm p-p mm

振動数
範囲 振動台寸法最大

加速度
最大
速度

最大
変位

G-0 シリーズは汎用性の高い装置であり、幅広いライン

ナップを取り揃えています。最大加振力は1kN（102kgf）

から196kN（20000kgf）まで、軸受（可動部支持機構）は

静圧空気軸受、静圧油圧軸受、機械ベアリングのいずれ

かとなり、用途・予算に応じた適切な装置を提供します。

オプションで水平方向の加振機能を付加することができ

ます。

G-9シリーズは可動部が大きく頑丈で許容偏心モーメントも

大きく大型重量物の振動試験に適しているため、梱包物の

輸送試験や自動車の大型部品等の振動試験に広く使用され

ています。大型垂直補助テーブルや水平振動台が追加され

るケースでは振動発生機を電動で回転させるギアドモータと

油圧シリンダによる垂直補助テーブルUP-DOWN 機構の

採用(オプション)で、より安全に比較的容易に振動方向の

切換が可能です。また、上限周波数は全ての装置で2kHzに

変更可能です(オプション)。

車両、電子部品らの試験に適した、
汎用性の高いシリーズ

汎用型

輸送試験用

振動試験装置

振動試験装置

大型重量物の試験に最適サイン波     　　　　    
m/s² (G)

サイン波     　　　　    
m/s² (G)

Hz

Hz

単軸振動試験装置 単軸振動試験装置

H-180N 

H-212 

H-216N 

H-216NS 

H-224NS 

H-228N 

H-240N

8(816)

12(1224)

16(1632)

16(1632)

24(2448)

28(2857)

40(4081)

888(90.6)

922(94.1)

940(96)

726(74.1)

749(76.5)

933(95.2)

799(81.6)

2.3

2.3

2.3

51

51

51

3~5000

3~4500

3~4000

Φ200

Φ240

Φ300

2.3

2.3

2.3

100

100

51

3~3500

3~3000

3~3500

Φ300

Φ360

Φ360

2.3 51 3~3200 Φ360

G-0130N 

G-0220NS 

G-0320LS 

3(306)

20(2040)

196(20000)

909(92)

769(78)

933(95.2)

51

100

80

3~3000

3~2500

3~2000

Φ120

Φ300

Φ630

2.3

2

2

H-180N + G61 (→P28)

G-0130N

G-9150 + G61(→P28)

システム型式
（代表例）

システム型式
（代表例）

最大
加振力

サイン波
kN（kgf） m/s mm p-p N･m

振動数
範囲

許容偏心
モーメント

最大
加速度

最大
速度

最大
変位

サイン波     　　　　    
m/s² (G) Hz

G-9150 

G-9220LS 

G-9230N 

4.9(500)

19.6(2000)

29.4(3000)

245(25)

280(28.5)

534(54.5)

60

100

100

2~2000

2~2000

2~2000

1000

2000

700

2

2

1.8

システム型式
（代表例）

New



※地震波再現試験等、0.4Hz～の振動数でご使用になる場合、
　・低域用加速度センサ及び振動計が必要になります。
　・振動発生機下部の防振用空気ばねの共振を避ける為、空気ばねの空気を抜く必要があります。
						または、基礎に固定する必要があります。
※G-5シリーズの稼働には、圧縮エアー(0.5MPa,	50ℓ／min.以上)が必要です。
※空冷式の振動試験装置では、冷却用ブロアからの熱風を屋外に排出させることをお勧めいたします。

※所要電源は単相100V、G-3170S型のみ3相が必要になります。

980(100)
0.5kg負荷時

980(100)
5kg負荷時

700(71.4)

3675 (375)

2613(266)

1749(178)

3

3

3

150

120

260

3~2000

3~2000

3~1500

65×65

200×200

Φ300
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G-4

G-5

Series

Series

G-5 SeriesG-3 Series G-4 Series G-2 Series

衝撃・振動

大振幅・水平

高周波

小型

試験装置

振動試験装置

振動試験装置

振動試験装置

低加速度から高加速度、短パルス幅から長パルス幅の幅広い衝撃試
験を高い制御精度で行なうことが可能です。加えて、JEDECの規格ラ
ンダム試験Service	A※1を含む幅広い振動試験とNEBS(Bellcore)
GR-63-CORE規格の地震波再現試験※2にも対応可能です。
	※1	約140mmp-pの変位が必要	　※2		約260mmp-pの変位が必要

任意の間隔で複数回の衝撃を発生させることが可能であり、バンプ
試験機としても使用可能です。

最大変位(振幅)の値が大きく、地震波再現試験も可能です。

一次共振周波数が高く、小型装置では最大25kHzまでの使用が可能です。

小型、軽量、冷却用プロアも不要※で、卓上に設置することもできます。
※G-2050は冷却用ブロアが必要になります。

各種センサの校正、電子部品、プリント基板等の規格試験、学校教育用途、小型構造物
の解析等、小型の装置ながら様々な用途に使用可能です。

加振力3kN以上の装置では、980m/s2(100G)の高加速度が得られます。

大型のテーブルに複数のセンサや計測器等を取付け、一度に
試験することができます。

■ 最大4900m/s²(500G)の加速度 

■ バンプ試験にも最適

■ 最大600mmp-pの大変位

■ 高周波に対応

■ 卓上での試験が可能

■ 幅広い用途に対応

■ 高加速度にも対応

■ 1.2m×1.2mの大型テーブルの取付が可能

最大25kHzの試験が可能高加速度の衝撃試験にも対応

設置場所を選ばないコンパクトサイズ

地震波の再現に特化

最大加振力

サイン波
kN（kgf） m/s

mmp-pショック波
kNp(kgf p)

最大
速度

ショック波

最大
変位

G-2

G-3

Series

Series

最大加速度

サイン波
m/s² (G)

ショック波
m/s²p（Gp）

振動数
範囲

振動台
寸法

Hz ｍｍ

最大
加振力

サイン波
kN（kgf） mm p-p ｍｍ

振動数
範囲

振動台　        　　
寸法

最大
加速度

最大
変位

サイン波     　　　　    
m/s² (G) Hz

最大
加振力

サイン波 
 N (kgf) mm p-p ｍｍ

振動数
範囲

振動台　        　　
寸法

最大
加速度

最大
変位

サイン波     　　　　    
m/s² (G) Hz

最大
加振力

サイン波
  N (kgf) m/s mm p-p ｍｍ

振動数
範囲

振動台
寸法

最大
加速度

最大
速度

最大
変位

サイン波     　　　　    
m/s² (G) Hz

G-5シリーズは静圧空気軸受と軽量可動部構造により高衝撃加速度
と大振幅を実現させ、幅広い試験に対応できます。

G-3シリーズは地震関連の各種センサの性能検査や校正なら
びに小型模型での耐震試験等に使用されます。

G-4シリーズは、高周波に対応するセンサ類の性能検査や校正等に使用され
ます。電気、自動車、航空分野の各種センサの校正、共振点探査に対応し
ています。

G-2 シリーズは家庭用電源(AC100V)で手軽に使用できます。

※仕様書･カタログ内の標準仕様以外にも、お客様にとって最適な試験装置をご提供できます。お問い合わせください。

G-5125N

G-5220N

G-5225NS

7.35(750)

35(4000)

61.2(6250)

2.45(250)

19.6(2000)

24.5(2500)

G-3010 

G-3030S 

G-3170S 

G-4003 

G-4130 

G-4210N 

G-2005D 

G-2020L

G-2050 

98(10)

300(30)

7000(714)

29(3)

2940(300)

10k(1020)

49(5)

196(20)

490(50)

62(6.3）

250(25）

416(42）

2

10

25

10~8000

5~5000

5~5000

Φ80

Φ63

Φ100

98(10)

980(100)

980(100)

-

2.3

2.3

0.5

5

15

100~25000

50~10000

5~5000

Φ43

Φ110

Φ200

30

600

600

0.5~50

0.2~10

0.5~10 

325×300

500×500

1200×1200

9.8(1)

9.8(1)

9.8(1)

5kg負荷時

5kg負荷時

350kg負荷時

G-5125N

G-3010
G-4130

G-2005D

システム型式
（代表例）

システム型式
（代表例）

システム型式
（代表例）

システム型式
（代表例）

単軸振動試験装置 単軸振動試験装置
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複 合 環 境 振 動 試 験 装 置

CSSeries

複 合 環 境 振 動 試 験 装 置CS Series

振動試験装置と恒温･恒湿槽を組み合わせて振動-温

度 -湿度の環境試験を行うための装置です。実際の使

用環境や輸送環境にできるだけ近い環境を作り出すこ

とが可能です。水平振動台付や多軸振動試験装置との

組み合わせにも対応可能です。

設置場所に応じて、槽レール移動式または振動発生機

レール移動方式を選択できます。

※ご要望の試験条件に合わせた複合環境試験装置を提案させて
　いただきます。

振動試験装置単体使用時とほぼ同じ性能で
試験することができます。

槽側が特殊仕様(冷熱衝撃試験／バーナー
試験／ビルトインチャンバー等)の場合槽内
寸法が特殊な場合等で採用されます。

振動試験装置と恒温恒湿槽の
複合システム

複合ドッキング方式の一例

複合環境 振動試験装置

多軸用

垂直／水平
切換用

垂直専用

 〈垂直加振時〉  〈水平加振時〉

オプション
振動発生機レール移動方式

■ 槽底直結方式

■ 連結軸方式

恒温恒湿槽

振動発生機

恒温恒湿槽

振動発生機

連結軸

CS-418P-2C

CS-718P-3C

CS-418P-3V



加速度表示 周波数表示
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デジタル振動制御器

・一方向振動発生機をコントロールします。
・二／三方向振動発生機を一方向ずつコントロールします。
入力：標準4ch、最大8ch　
出力：1ch(制御)、COLA出力(オプション)

・ 二／三方向振動発生機を二／三方向同時にコントロール
  します。
・ 一方向のみのコントロールも可能です。
入力	：	標準6ch(三方向の装置)または4ch(二方向の装置)
出力	：	標準3ch(三方向の装置)または2ch(二方向の装置)　

試験条件の設定・加振開始およ
び停止・試験結果の確認等をPC
モニタで行うことができます。各
アイコン・ボタンの表示が分かり
やすく、過去に作成した試験条
件の呼び出し・編集や、新たな試
験条件の設定等の操作を簡単に
行うことができます。

地震波形やデータロガーで収録した車走行時振
動などのフィールド振動データの再現を行えます。
・TTH波形再現制御
			（地震波などの短時間の波形再現用）
・LTH波形再現制御
		（車走行時等の比較的長い時間の波形再現用）

オプションとして、その他各種ソフトウェアをご
用意しております。
・サイン-オン-ランダム（SOR）
・ランダム-オン-ランダム（ROR）
・サイン&ランダム-オン-ランダム（SROR）
・共振同調（RSTD）
・マルチサイン
・衝撃応答スペクトル（SRS）

機能オプションの「Digital	I／O」により、
恒温槽との連動が可能です。

制御器本体は電力増幅器筐体に収納できます(別置きも可能)。
外部パソコン(デスクトップ又はノートパソコン)と接続して
使用します。

試験結果レポートをMS-Word、PDF形式で作成できます。また、
制御データ等をMS-Excelへの書き出しもできます。

2 つのコントロールシステム

ソフトウェア コンパクト収納

クイックレポート
簡単操作

本デジタル振動制御器の採用により、あらゆる振動試験規格に対応できます。PCにはOS	Windows11を搭載、また複雑な

試験も出来る限り簡単に行っていただけるようユーザーフレンドリーな設計になっています。制御用ソフトウェアには、

サイン、ランダム、ショック、共振同調、波形再現制御等幅広いラインナップを用意し、入力チャンネルの増設にも対応

しています。

D-59 シリーズ

サイン波 波形再現

オプション

ランダム波

ショック波D-0960 シリーズ

ツールバーアイコン

時系列波形

コントロールパネル

オーバーレイ表示
ひとつの画面上に波形、アラームリミット、アボードリミット、
入出力チャンネル表示・非表示など自在にカスタマイズが行えます。

Wordレポート画面

デジタル振動制御器 デジタル振動制御器
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特 殊 仕 様 装 置 特 殊 仕 様 装 置

車のシートの耐久振動試験用の装置でシートの動特性

を計測する機能も有しています。

車の乗り心地をシミュレートするための装置で人の感

覚である「乗り心地」を最大限に評価できるよう静音、

低歪率、微振動に特化しています。

プリロード(予荷重)をかけての試験が必要なサスペン

ション系自動車部品用の門柱機構付試験装置で微異音

試験も可能な水冷の静音タイプも準備しています。

地震のシミュレーションにも使用できる、水平二方向

に 400mmp-p、垂直方向に 200mmp-p の大振幅が

得られる試験装置で全国に設置されている震度計は

全て本装置で検定されています。

遠心機で大きな重力を掛けながら振動を加えることで、

土構造物等の変形や破壊のシミュレーションを行うこ

とができます。

動電型のものとしては世界最大級の二方向切換式振動試験

装置です。

・最大加振力	サイン波：400kN、ショック波：1000kN

・最大加速度	サイン波：117m/s2(1500kg負荷時)

特殊仕様装置

シート用振動試験装置 大振幅動電型三方向同時振動試験装置
(震度計検定用)

世界最大級動電型
二方向振動試験装置

乗り心地試験装置 ショックアブソーバ用試験装置 遠心模型実験装置

用   途
・シート耐久試験
・シート減衰試験 
・シート共振試験

用   途
・乗り心地試験
・ロードノイズ試験

用   途
・ショックアブソーバの特性試験・疲労試験                                        
・サスペンション系自動車部品等の振動試験・耐久試験                                        
・振動応答測定・微異音試験

用   途
・震度計の検定
・地震のシミュレーション
・構造物の耐震試験

用   途
・構造物と地盤との相互作用による挙動確認実験  
・土圧確認実験    
・砂地盤の液状化実験    
 

用   途
・鉄道部品(特に高速鉄道用)の振動試験
・超重量物の振動試験

G-8210-1LB-110 G-9220LS G-9210S G-6230L-3LT-115 G-8340-1LT-120 G-3220M
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オプション オプション

オプション
補助テーブル センサ 作業効率化 その他

高振動数用

直付方式

静圧油圧軸受方式

リニアガイドベアリング方式

スタンダードタイプ

加速度センサ

垂直補助テーブル用
UP-DOWN機構

消磁コイル

ダクトホース中継ボックス

エアーコンプレッサ

クーリングタワー用
マグパック（CCMP）

空気バネ 
UP-DOWN機構

振動発生機
ギアドモータ回転機構

絶縁アダプタ

小型チャージアンプ
振動発生機本体の振動テーブルに搭載できない試料を試験する場合に使用します。スタンダードタイプ／
高振動数用、鋳物／組立タイプ、AI／Mg	といった種類があり、試験条件によって最適なものをご提案します。

1辺だけ長い梱包物や、試料がテーブルから少しだけはみ出
してしまう場合に採用されています。脱着式なので、必要に
応じて簡単に取付け・取外しができます。

立方体加振治具は、小さな部品やプリント基板等の三方向
試験に使用されます。

単軸の振動発生機に水平テーブルを追加することにより、水平方向の試験に対応させることができます。
支持方法は3種類あり、試験条件によって最適な方法をご提案します。

V11-101S/T
V11-102S
V11-104/M
V11-105S
V11-107
V11-108S
V11-301
V12-101S	

スイッチで垂直補助テーブルを
アップ、ダウンすることができま
す。垂直補助テーブルの取り外し
をせずに水平方向への切換えが
でき、より安全に垂直⇔水平の
振動方向の切換えが可能です。

磁界を嫌う試料用に浮遊磁界を
抑制できる消磁コイルをオプション
で追加することが可能です。

ダクトホース同士の接続には中
継ボックスを使用します。ピット
内に振動発生機を設置したり、冷
却用ブロア接続時に2本ダクトホー
スを使う場合などに必要です。

振動試験装置使用時には圧縮
エアーが必要です。専用のコンプ
レッサの用意もありますのでご相
談ください。

クーリングタワーの能力低下につ
ながるカルキやスケールの増加
を抑制します。薬剤を使用しない
ので環境にも優しく、1年間効用
が持続し後処理も簡単です。

振動発生機の防振用空気ばねの
バランスが崩れた際に、レバー操
作だけで簡単に空気ばねのバラ
ンスを調整できます。また、大振
幅が必要な試験では空気ばねの
空気を簡単に抜いて試験するこ
とも可能です。

ギアドモータと独自のトラニオン
軸受機構により、スイッチ操作で
比較的簡単に振動方向の切換え
が可能です。

加速度センサ使用時、外要因による電気
ノイズを絶縁するための部品です。

電力増幅器のラックに組込む小型のチャー
ジアンプです。1Hzからの低域周波数試験
がある場合や、多軸切換式の場合に使用し
ます。

静圧油圧軸受を水平方向にも採
用した方式です。大きな偏心モー
メントや高い周波数が必要とな
る厳しい試験に対応できます。

※油圧源ユニットが付属されます。
※定期的にオイルの交換が必要です。

※リニアガイドベアリングの定期的な
　交換が必要となります。

水平加振用の標準の方式です。
従来のスリップテーブル方式に
比べクリーンで、剛性的にも優
れています。

振動台に直接水平テーブルを
取り付けて使用する方式です。
安価ですが、振動発生機の許容
偏心モーメントにより、テーブル
寸法と試料の質量に大きな制
限があります。

【代表例】
・	600×600[mm]／Al：21kg、Mg：14kg／固有振動数	600Hz
・	800×800[mm]／Al：54kg、Mg：36kg／固有振動数	550Hz
・	1000×1000[mm]／Al：95kg、Mg：65kg／固有振動数	450Hz

【代表例】
・	600×600[mm]／Al：50kg、Mg：35kg／固有振動数	1400Hz
・	800×800[mm]／Al：110kg、Mg：73kg／固有振動数	1000Hz
・	1000×1000[mm]／Al：150kg、Mg：110kg／固有振動数	800Hz 加速度の計測を目的とした慣性センサです。

試験条件に応じて適切な加速度センサの
選定が必要です。

汎用／圧電型
超軽量高域用／シェア型
軽量高域用／圧電型
低域用／シェア型
複合試験汎用／シェア型
小型低域用／ベンディング型
小型3方向／シェア型
ICP(アンプ内蔵型)

特許代6736750号	
取得
2020年7月17日

垂直補助テーブル　G62シリーズ/G62-Hシリーズ

水平振動台 G61シリーズ

拡張テーブル   G65シリーズ  

立方体加振治具 G63シリーズ
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企業情報

国内外で数々の
特許・認定を取得

海外で600台に迫る納入実績

振動試験の研究者 振研

世界で認められた振研の技術力

振研は振動のスペシャリストによって設立されて以来、常に研

究開発をかさね数々の特許・認定を国内外で取得してまいりま

した（日本特許17件、米国1件、英国1件、ISO9001等）。お客様の

ご要望にお応えし、最適な振動試験装置のご提案をすべく常に

研究開発と挑戦を続けております。

振研は、静圧油圧軸受や静圧空気軸受に代表される独自

技術と半世紀近くにおよぶ研究の蓄積により、振動試験

業界をリードしてきました。世界中のお客様からご愛顧

いただき、納入実績は600台近くにのぼります。

企業情報

企 業 概 要 営業所・工場所在地

主な
納入先

独立行政法人労働安全衛生総合研究所、国立研究開
発法人情報通信研究機構＊、国土交通省気象庁＊、
大阪府立産業技術総合研究所＊、愛知産業科学技術
センター、他

関西電力(株)＊、東京電力グループ、東京ガス、
大阪ガス＊、(株)IHI、三菱重工業(株)、
鹿島建設(株)、清水建設(株)、五洋建設(株)、
大成建設(株)、他

日本電信電話(株)＊、(株)日立製作所＊、
三菱電機(株)＊、パナソニック(株)＊、日本電気(株)＊、
シャープ(株)＊、ソニー(株)＊、(株)東芝＊、
(株)JVCケンウッド＊、富士通(株)＊、他

トヨタ自動車(株)＊、日産自動車(株)＊、(株)本田技術研究所＊、
マツダ(株)＊、(株)SUBARU＊、三菱自動車工業(株)、
スズキ(株)、日野自動車(株)、ヤマハ発動機(株)＊、
(株)デンソー＊、アイシングループ＊、(株)ブリヂストン＊、
日本特殊陶業(株)、マレリ(株)＊、スタンレー電気(株)＊、
日立オートモティブシステムズ(株)＊、
日本発条(株)＊、日本ガイシ(株)＊、(株)ティラド＊、他キヤノン(株)＊、富士フイルム(株)＊、

コニカミノルタ(株)＊、セイコーエプソン(株)＊、
オリンパス(株)、JTL(株)、他

ハウス食品(株)、(株)明治＊、(株)花王＊、
中外製薬(株)、他

東京大学＊、	京都大学、首都大学＊、立命館大学＊、
職業能力開発総合大学校＊、明星大学＊、日本大学、
他

官公庁・公的機関 資源・重化学工業・建設 電子・電気・通信機器 自動車・部品

機械・精密・計測食品・医療大学・学校・病院 

商 号

代 表

創 業

本社所在地

連 絡 先

資 本 金

振研 (英文名：SHINKEN CO., LTD.)

代表取締役  岸田   一行

1975年1月（昭和50年1月）

〒192-0024   東京都八王子市宇津木町806-1

TEL：042-691-3371(代)　FAX：042-691-0418

払込資本  37,000,000円

NAGOYA

TOKYO

KANAGAWA

OSAKA

名古屋営業所

営業部本部

本社八王子工場

藤野テストラボ
振動試験センター

大阪連絡事務所

〒448-0852
愛知県刈谷市住吉町3-8
コスモビル住吉102
TEL：0566-22-3390
FAX：0566-22-3391

TEL：06-7668-0013
FAX：06-7668-0014

〒192-0024
東京都八王子市宇津木町745-1
TEL：042-691-7780(代)
FAX：042-691-7773

〒192-0024
東京都八王子市宇津木町806-1
TEL：042-691-3371(代)
FAX：042-691-0418

〒192-0024	
東京都八王子市宇津木町745-1〒252-0185　

神奈川県相模原市緑区日連870
TEL：042-641-7317
FAX：042-641-7318

順不同、敬称略・代表例

※既に特許権の存続期間が終了した特許もあります。

本社および八王子工場

＊多軸装置ユーザー
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株式会社 振 研

本社および八王子工場

代理店


